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川島町の担い手農家さん
　松上さん夫婦は、いちご狩り・直売「すとろべりーはんと」を経営して７年
目になります。町では唯一の高設栽培で「あきひめ・紅ほっぺ」を作付けして
おり、もぎたての甘いいちごが来客者に大人気です。いちご2,600㎡のほ
か水稲約6haを耕作しています。



意 見 書 提 出

　昨年12月14日、川島町農業委員会は、農業委員会等に関する法律第38条第１項の規定に基づき、
飯島町長へ「平成28年度川島町の農業に関する施策の意見書」を提出しました。　
　この意見書は、農業委員が検討を重ね、意見・要望等をまとめたもので、平成29年度以降における
町の農業施策予算編成に反映されるよう、具体的な施策を提案しています。
　主な内容は、次のとおりです。（抜粋）

「川島町の農業に
関する施策の意見書」

２．農業後継者の育成

　後継者のための家庭・家族づくりは

大きな意味をもっている。サラリーマ

ン的所得以上を得て家族を養えるよう、

当町に合致した育成プランを作成・推

進願いたい。

１．農業基盤の整備と大規模集積化の推進

　農業従事者の高齢化等に伴い、わが町の広大な農耕地を維持し

ていくには、今後大規模経営農家への利用集積が必要不可欠にな

る。このため、耕作しやすい農地の区画の大規模化や道水路の整

備を推進していただきたい。また、「人・農地プラン」の推進につ

いては、事業計画に位置付けし、積極的に推進していただきたい。

３．生産農家に対する町独自の支援対策検討・実施

　●経済・機械道具貸出し支援策
・農業従事者、経営者等の身体・精神的労働に対しての慰安対策等を検討されたい。

・�今日の農業は、農業用機械でなければ作業の実施はほぼ不可能な経営環境にある。農作業で必要とされ

る機器、機械の導入困難な農家に農業用機械を貸し出す制度を検討されたい。

　●人的支援策の推進
　農業を取り巻く労務として多くの種類の作業に対する人的支援環境が脆弱である。これらを支援できる

人材バンクの充実・確保を図り、小さな農家から企業的農家まで手の届く支援対策を図られたい。
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町
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業
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小
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司
氏
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賞

　
平
成
28
年
11
月
23
日
、
農
業
商
工
祭
会
場
に
お

い
て
、
農
業
賞
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
小
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司
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ケ
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。

　
小
峯
氏
は
、
高
校
生
時
代
に
農
業
の
基
礎
を

学
び
、
農
業
後
継
者
と
し
て
家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
導
入
し
た
き
ゅ
う
り
栽
培
で
は
、

数
々
の
研
究
を
重
ね
市
場
へ
の
安
定
供
給
が
で
き

る
よ
う
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
春
菊
栽
培
で
は
、
希
少
性
が
あ
り
市
場

か
ら
の
需
要
が
高
く
、
安
全
・
安
心
を
モ
ッ
ト
ー
に

日
々
栽
培
技
術
の
向
上
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
業
績
と
町
内
で
も
屈
指
の
専
業
農

家
と
し
て
町
農
業
の
振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

（原田幹事長）　　（岡部副会長）　　（長谷部会長）　　（飯島町長）
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素晴らしい田園風景
　昨年の晩秋、房総半島をドライブしました。千葉県

は地図で見ると平坦な土地とみていましたが、意外

に山が多く景色の良い所です。山裾まで田んぼが迫り、

草がきれいに刈られた広い農道と水路がまっすぐに伸

びている様はとても美しいものでした。また、大きい

区画の田んぼは整然と並び、稲刈りが済んだ田んぼは

一段と素晴らしい田園風景を見せていました。農業委

員として訪れた香取市の研修で見聞したことが思い出

され、気になった景色です。

　農業後継者不足が大きく取り上げられる中、農地の

管理は頭の痛いところです。わが町でも稲刈りが終わ

り、さっぱりとした田んぼの中に枯草の刈残されてい

るところが気になります。

　近年、想定を越えた自然災害で甚大な被害が多数発

生していますが、多くの住民の方に農地は食料の生産

だけでなく災害被害の軽減、生活環境の改善等、いろ

いろな役割を果たしていることを知り、農地の重要性

を理解してもらうことが、今後大切になってくるかと

思います。

　昨年、自然遺産、文化遺産の登録という事が話題に

なりました。川島町の田園風景も遺産と認められるよ

うな価値を見つけることで素晴らしい景色になるので

はないでしょうか。

　将来、価値ある農地を維持管理していくために、町

や農業委員も努力しておりますが、地域の皆さんと協

力していくことで、素晴らしい田園風景が川島町にも

生まれ、存続していくことと思います。

� （島田　勉）

自然環境を生かして
　2016年は、熊本地震に始まり、鳥取中部地震、11月

にはあの日の悪夢を想い起こさせる福島沖地震で津波

が再び襲いました。北海道をたびたび襲った台風、沖

縄では初の降雪、そして11月には全国的な大雪。これ

ほど自然が猛威を振るった年も少ないと思います。日

本は、災害列島だと改めて感じました。こうした災害

が続く中で川島町は、それほど大きな災害もなく降雨

による収穫作業の遅れはあったものの収量は近年にな

く多く、価格も少し上向きでした。

　しかし、荒廃農地は年々増えています。なんとして

も再生利用が可能な農地に留めなければ先行きは心

配されるところです。川島町も大規模農家向けの施策

を行っていますが、規模拡大一辺倒では家族農業な

ど小規模農家が多い中、地域農業を維持することが難

しくなると思います。小さくても強い農家を育成する

ことも必要ではないでしょうか。

　小見野地区においては、来年度、耕地の中心にシン

ボルとしてそびえ建っていた小学校が廃校となります。

140年近く大勢の優秀な人材を育ててきただけになん

ともいえない思いがあります。決まった以上仕方あり

ませんが、跡地利用をしっかりやってほしい。最近高

齢者人口が増加する中、完璧な高齢者施設が増えて

いますが、1つ残念な点は子どもや若者不在というこ

とではないでしょうか。いろいろな世代との共存はお

年寄りの元気のみなもと、ケアハウスと多世代交流の

できる自然な施設はできないでしょうか。自然豊かで

広い土地に恵まれた川島町にこんな遊び心のある施設

ができると楽しいと思います。

� （横川　博一）
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12
月
12
日
、
認
定
農
業
者
の
皆
さ
ん
と
埼
玉
中
央
農
業
協
同
組

合（
Ｊ
Ａ
）・
町
農
業
委
員
会
の
3
者
に
よ
る
情
報
交
換
会
が
Ｊ
Ａ

埼
玉
中
央
川
島
基
幹
支
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
認
定
農
業
者
16
人
を
は
じ
め
、
各
関
係
者
な
ど
41
名

が
参
加
し
、
川
島
町
の
農
業
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
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農
業
者

�

農
地
転
用
要
件
、
プ
ロ
セ
ス
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会

�

農
地
区
分
に
は
、
農
用
地
区
域
（
青
字
）
と
甲
種
、

１
種
、
２
種
、
３
種
農
地
（
調
整
区
域
・
白
地
）
が
あ
り
ま
す
。
農
用

地
区
域
は
、
除
外
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
転
用
で
き
ま
せ
ん
。
甲

種
・
１
種
農
地
は
、
集
団
的
（
概
ね
10�

ha
以
上
）
に
存
在
す
る
農
地

で
転
用
は
原
則
不
許
可
で
す
。
２
種
農
地
は
、
集
落
形
成
を
な
す
概

ね
10�

ha
未
満
の
農
地
で
、
申
請
内
容
に
も
よ
り
ま
す
が
、
分
家
、
太

陽
光
発
電
施
設
等
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
３
種
農
地
は
、
当

町
に
駅
等
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
指
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
農
地
法
の

許
可
要
件
に
基
づ
い
た
県
許
可
と
な
り
ま
す
。

Ｑ2

農
業
者

�

農
地
中
間
管
理
事
業
で
30�

ha
集
積
し
た
農
地
は
ど

こ
か
。

農
業
委
員
会

�

正
直
地
区
で
、
直
売
所
の
北
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
ま
で
の
耕
地
で
す
。

Ｑ3

農
業
者

�

１
種
農
地
と
２
種
農
地
の
違
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会

�

面
積
要
件
で
は
、
概
ね
10�

ha
以
上
の
集
団
的
形
成

す
る
農
地
を
1
種
農
地
、
10�

ha
未
満
を
２
種
農
地
と
し
ま
す
。
分
断

要
件
と
し
て
は
、
国
県
道
、
崖
等
自
然
的
要
件
で
分
断
さ
れ
た
も
の

で
農
道
等
は
分
断
要
件
に
入
り
ま
せ
ん
。

農業委員のコラム

３
者
合
同
情
報
交
換
会
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　農業委員会では、去る10月19日、千葉県香取市を視察訪問しました。同市は、耕地面積が川島町の5倍以

上にあたる11,300haの田園都市です。その内、水田が約6,800haあり、農地の有効利用の観点から農地利用

集積を進めるため、農業委員を中心とした推進委員を設置し、農地中間管理事業を活用した利用権設定への

推進活動や貸し手・借り手農家の掘り起しを行い、担い手農家への農地集積を進めています。

　研修では、同市の森戸地区について説明を受けました。同地区の取組経緯は、平成21年3月に土地改良

検討委員会設立、平成25年3月基盤整備準備委員会設立、平成26年6月人・農地プラン説明会を実施。話し

合いを重ね農地中間管理事業を活用した事業計画を確定して現在に至っています。この地区の農地面積は

94.5haあり、現在137戸で耕作し、平均耕作面積は0.7haです。この計画により平成36年までに26戸で耕作

し、平均耕作面積が3.6haになります。今後、多面的機能支払制度を活用した農地の保全活動、経営所得安

定対策（飼料用米等）への取り組みなど補助金を利用した経営対策も実施していくそうです。

　川島町でも、農業従事者の高齢化、担い手農家の減少等により、担い手農家への利用集積が急務となって

います。香取市が実施している人・農地プランや農地中間管理事業の推進方法について、今後、農業委員会

が果たすべき責務等について質疑を行い、研修を終了しました。

農地中間管理事業
推進のために

先 進 地 視 察

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕
生
に
よ

り
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
が

行
わ
れ
、
我
国
の
農
業
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

川
島
町
は
首
都
圏
に
近
い
水
稲

地
域
で
あ
り
、
交
通
は
圏
央
道
川

島
イ
ン
タ
ー
の
開
通
に
伴
い
、
農

産
物
の
流
通
拠
点
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
農
業
に
携
わ
る

若
人
は
減
少
し
、
農
産
物
の
安
価

等
、
農
業
の
環
境
は
悪
化
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
町
で
は
農
地
中
間

管
理
機
構
を
活
用
し
た
、
農
地
利

用
集
積
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

地
権
者
の
協
力
に
時
間
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
集
積
の

で
き
た
地
域
を
モ
デ
ル
と
し
、
用

水
路
に
パ
イ
プ
を
敷
設
し
、
農
道

と
し
て
利
用
す
る
事
に
よ
り
大
型

農
機
の
出
入
も
楽
に
な
り
、
美
し

い
田
園
風
景
を
後
世
に
残
す
事
が

で
き
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
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）
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　川島町農業委員会では、農地法第52条に基
づき、昨年一年間の農地の実勢賃借料を収集・
整理し、賃借料情報として公表しています。
　これは、農地の賃貸借契約をするときの目安
となるよう賃借料の実勢を平均額・最高額・最
低額で表したものです。
　賃借料決定で困った場合などは、この実勢額
を参考に貸し手・借り手で協議し決定してくだ
さい。

　平成28年1月から12月までに公告された農
地の賃貸借における賃借料水準（10aあたり）
は次のとおりです。
� （単位：円）

区分 平均額 最高額 最低額

田 5,842 10,000 2,000

畑 3,308 10,000 2,000

※�土地改良区賦課金は実勢額に含まれていません。貸
し手・借り手で協議し決定してください。

農地の賃借料情報

●
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集
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記
●


